
O39-01
子育て期女性の就労と家事の相互健康影響: 就労
時間と喫煙、飲酒、運動
永谷　照男1）、日比野　稔2）、近藤　康明3）

1）名古屋市立大学大学院医学研究科 公衆衛生学、2）元・名古屋セ
ントラルクリニック、3）元・国際セントラルクリニック

【目的】「働くことと健康に関する調査研究、http://www.
med.nagoya-cu.ac.jp/kouei.dir/moku%20sinkou.html」 は
子育て期女性を7年間追跡し、就労と家事が生活習慣や健康指
標に与える相互影響の評価を目指す。 今回、働く女性の就労
時間と生活習慣（喫煙、飲酒、運動）との横断的関連を示す。 
資料は健診結果と面接問診による.

【対象者】同意を得た健診受診女性 5,736名のうち、25-49歳
の有職者から「同意撤回者、対象資料欠損者、重複者、妊娠中、
休職者」を除く 4,077名. 

【就労時間】7群-1日就労時間と1週就労日数から 1週就労時間 
を求め、≦15／16-25／26-35／36-40／41-45／46-50／50＜ 
h/w、n=241／380／563／1,600／601／412／280 に 分 類.　
7群の平均就労時間=10.7, 21.2, 32.7, 39.6, 44.3, 49.5 and 
60.0 h/w.

【生活習慣】①喫煙：現喫煙、n=450（11.0%）、②飲酒：1週
alcohol量≧150 g、n=407（10.0%）、③運動：1週運動時間≧
150 min、n=410（10.1%）.　なお、②③は上位90%tile以上.

【共変量】5項目　1）年齢：5群-5歳間隔、平均=38.1 歳.　　2）
治療中疾病：2群-無／有、n=3,093／984.　　3）配偶者： 2群
-無／有、n=2,162／1,915.　　 4）子：2群-無／有、n=2,700
／1,377.　　 5）親と同居：2群-無／有、n=2,483／1,594.

【統計処理】　就労時間 7群で、①②③の該当者数/% を求め、
次 に 全 共 変 量 を 含 むmultivariate logistic regression 
analysisで ① ② ③ の odds ratio（OR）と 95%CI を 算 出

（reference: 36-40 h/w 群）.
【結果・考察】7群の ①②③該当者%は、 4.1, 7.4, 11.2, 10.6, 
12.1, 15.3 and 15.7 %、 7.9, 7.6, 8.0, 9.6, 12.8, 11.4 and 12.9 %、 
および 18.3, 12.1, 8.3, 8.7, 11.0, 10.7 and 8.6 %.　対応する
①②③の 補正OR と 95%CI は下図。 就労時間が長いほど①
②は多く、③は少ない。　長時間就労は疾病 risk を上昇させ
る生活習慣を増加・持続させるかもしれない。 働く女性の健
康や生活習慣を考慮する資料となる.

【附】　A） 名古屋市立大学 大学院医学研究科 医学系研究倫理
審査委員会の承認あり（No. 359-4）.　B） 研究費: 三菱財団、
日本健康増進財団、ヘルス・サイエンス・センター、愛知健
康増進財団の助成金と文科省科研費.　C） 国際セントラルク
リニック（名古屋市中村区、理事長: 内藤靖夫）の協力で実施.　
D） COI: none.

O39-02
労働時間と生活習慣の関連およびその男女差
菊池　宏幸1,2）、小田切　優子1,2）、井上　茂1,2）、
高宮　朋子1）、福島　教照1,2,3）、中西　久2）、
下光　輝一1,2,3）

1）東京医科大学 公衆衛生学分野、2）公益財団法人パブリックヘルス
リサーチセンター附属健康増進センター ストレス健康企画部、3）公益
財団法人健康・体力づくり事業財団

【目的】
　労働者において長時間労働は、死亡や心血管疾患等のリス
ク要因である。そのメカニズムの1つとして、長時間労働によ
る生活習慣の悪化が指摘されているが、先行研究間で結果が
一致しないうえ、男女別に検討された研究は少ない。本研究
は残業時間と生活習慣の関連を男女別に明らかにする。

【方法】
　公益財団法人パブリックヘルスリサーチセンターを通じて
定期健康診断およびストレスチェックを実施した労働者
63,886人のうち、学術活用に同意しデータ欠損がなく、臨時・
派遣雇用または交替制勤務でない労働者31,849人（男性
20,351名、女性11,498名）を対象者とした。生活習慣は、特
定健診の標準的な質問票を用い、喫煙（現在の喫煙）、飲酒（健
康リスクを高める程度の飲酒）、運動習慣無し（定期的な運動
習慣が無い）、朝食の欠食、睡眠不良（睡眠で休養が取れない）
を評価した。月間の残業時間は自己申告により20時間以下、
21-30時間、31-40時間、41-50時間、51-60時間、61時間以
上の6区分で評価した。職業性ストレス簡易調査票により家族
のサポートを評価し、さらに、年齢、役職（一般/課長クラス
/部長クラス）、職種（事務/専門技術/営業/サービス/生産工
程/その他）、雇用形態（一般/契約）、服薬状況（高血圧薬/血
糖降下薬/脂質異常症薬）、既往歴（心疾患/脳卒中/腎疾患）
を把握した。多重ロジスティック回帰分析により、家族のサ
ポート及びその他の要因を調整した上、残業時間が20時間以
下の者を参照群とした他の残業時間群における生活習慣不良
の調整オッズ比を男女別に算出し、さらに線形傾向性の検定
を行った。また交互作用項を用いて男女差の有無を検討した。

【結果】
　男女とも残業時間が長い者ほど喫煙、運動習慣が無い、朝
食の欠食、睡眠不良である者が多く、さらに女性では飲酒す
る者が多かった（trend p＜0.001）。また飲酒及び朝食の欠食
は、残業時間との関連に男女差が認められた。すなわち、残
業時間と飲酒の関連は女性のみにみられ（trend p＜0.001）、
さらに同程度の残業時間でも朝食を欠食するオッズは、男性
に比べて女性のほうが高いことが示された（interaction 
p=0.01）。

【結論】 
　男女共に残業時間が長い者ほど生活習慣が不良であったが、
特に飲酒及び朝食の欠食については残業時間の及ぼす悪影響
が男性労働者より女性労働者で大きい可能性が示された。 口
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